
指標と目標　実績

指標 目標 実績（2025年）

ライフスタイルに大きく、 
ポジティブなインパクトを
与える製品の提案と実現

（2019年からの累積値）

10件以上
2030年

8件

ライフスタイルに大きく、 
ポジティブなインパクトを 
与える事業、しくみの提案と
実現（2019年からの累積値）

10件以上
2030年

9件

活動実績

「ビオレ ザ ボディ ととのい肌」 
①②

「THE ANSWER」①②

「キュキュット ゴシゴシいらずの
泡パック」①②

常温防錆洗浄剤 ①②④

「Jergens Lotion Bursts」①③

糖化酵素供給基盤構築 ①④

戦略

全
体

① �グローバルで競争力のある 
コア技術・商品開発

② �顧客価値とサステナブルな 
価値づくりの両立

③ �スピードを競争軸とする 
開発の強化

④ �未来の成長を牽引する新領域の
創造

商
品
開
発
研
究

QOLの向上：こころ豊かな暮らしに
貢献する価値提案と商品開発

脱炭素：CO2排出量削減に貢献する
商品開発（省エネ、節水、使用量・
廃棄量削減など）、大気・水質汚染
防止、環境調和型原材料の使用

より安全でより健康な商品開発

基
盤
技
術
研
究

脱炭素・ごみゼロ・水保全：循環型 
経済社会構築のための技術・ 
仕組みの開発

社会課題を解決し、高付加価値 
製品・新事業を生み出す技術開発

リスク​

● �地球温暖化による災害
の増加や生物多様性の
喪失が企業活動に影響

● �グローバル企業や 
異業種の市場参入に 
よる競争激化

● �社会課題やライフ 
スタイルが多様化し、
ニーズと価値提案が 
複雑化

● �規制強化や環境意識の
高まりへの対応力不足が
事業機会の損失に

機会

● �技術イノベーションの推
進と価値創造で競争優
位性を築き、中長期の
成長につながる新市場・
新事業を創出

● �生活者・顧客の課題の
本質を理解し、科学的な
エビデンスに基づく独自
の価値提案で欠かすこ
とのできない商品・サー
ビスを提供

● �解決困難な課題に対して
パートナーと共創し、 
早期に社会実装化

暮らしを変えるイノベーション
本質研究と技術イノベーションを原動力とする革新的な製品・サービスの提供を通じて、生活者のサステナブルな暮らしの実現と
解決困難な社会課題の解決に挑んでいます。

● �社会課題を解決する 
技術の開発と高付加価値
製品の提案による 
売上高の増加

● �既存製品との差別化に 
よる市場シェアの向上と
利益率の改善

● �独自技術を通じた誰かに
とってなくてはならない
エッジの効いた価値提案
による、顧客ロイヤルティ・
LTV向上

● �廃棄物量と二酸化炭素
排出量の低減

● �生活の質の向上を通じた
健康的で快適な社会の
実現

● �技術の積極的発信と外
部パートナーとの共創
拡大による、社会課題解
決のインパクト最大化

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。

戦略 取り組み 財務インパクト

環境・社会インパクト

指標と目標　実績リスク

機会
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戦略
「暮らしを変えるイノベーション」のリスク低減と機会創出に向け、花王らしく、実効性があり、

事業成長と社会課題解決に貢献する戦略を実行しています。

 社会課題​
花王が持続可能で競争力のある存在であり続けるためには、変化する社会課題を的確にとら

え、事業上のリスクを軽減すると同時に新たな事業機会を見いだし、持続的な成長につなげて
いくことが重要です。花王は本テーマに関する社会課題を以下のように認識しています。

 リスクと機会​
上記のような社会課題を含む事業環境において、花王はさまざまなリスクに直面する一方で、

新たな事業機会も見いだしています。リスクと機会の特定は、企業戦略や施策を策定するうえで
重要なプロセスです。花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は以下のとおりです。

● �地球温暖化：世界中で進行し続ける気候変動に伴う猛暑や災害が人々の生活に及ぼす影響
● �グローバル化と多様性：人、商品・サービス、資源・資本、情報のグローバル化に伴

う環境・社会課題への関心の高まりやライフスタイル、価値観の多様化
● �技術革新：環境技術分野における異業種・スタートアップの市場参入や、国家戦略に

よる技術革新の推進
● �規制・ルール：気候変動に対応する国際的枠組みの形成や、安全・安心への意識向

上を反映した国際規制・標準化、各国のルール形成競争

● �社会課題やライフスタイルの多様化によるニーズの複雑化
● �規制対応コストの増加および対応力不足による事業機会の喪失

機会
● �技術イノベーションの推進と価値創造により独自的排他性と競争優位性を確保するこ

とで、中長期の成長につながる新市場・新事業を創出
● �ライフスタイルや価値観の多様化に対して、本質の理解と科学的なエビデンスに基づく

ユニークな価値提案により、生活者・顧客にとって欠かすことのできない商品・サービ
スを提供

● �解決困難な社会課題を打開するための、オープンイノベーションを通じた異業種・産
官学共創の推進と早期の社会実装化

リスク​
● �地球温暖化による甚大な災害の増加や生物多様性の喪失がもたらす、企業の生産活動

の停滞や原材料調達コストの高騰
● �グローバルで商品・技術開発競争が熾烈になることで、原料調達力、技術開発力、コ

スト競争力などが損なわれることによる商品競争力の低下。異業種による技術革新と
市場参入がもたらす従来型の研究開発競争力の弱体化・喪失

 戦略​
特定したリスクと機会に対応するため、以下の戦略を策定しています。
花王が持続可能な社会に欠

かすことのできない企業であり
続けるためには、研究開発戦略
が極めて重要な役割を果たしま
す。花王は、長年にわたり培っ
てきたユニークなコア技術を基
盤に、事業やエリアを横断して
それらを連鎖させることで、「グ
ローバル・シャープトップ」事
業を構築してきました。加えて、
生活者・顧客の課題の理解か
ら真に求める価値を定義し、技
術イノベーションと融合するこ
とで、独自的排他性と競争優位
性のある商品・サービスの提案
につなげています。その実現の
ためには知財戦略も重要です。

Creative
従来を超える
新コア技術

Innovation
高付加価値化で
新土俵構築

Expansion
グローバル展開の加速

Effective
コスト競争力
収益力アップ

油脂
精密変換

精密
界面制御

メタ加工
プロセス 本質解析

バイオ･
生体制御

高分子
機能制御

コア技術

DXにより高
速
で
回
す
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社会のために

サステナブルな
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こうした技術の幅広い応用と価値の連鎖は、他社にはない花王ならではの研究開発の特長であ
り、強みです。この強みが、グローバル市場における競争力の源泉となっています。

① グローバルで競争力のあるコア技術・商品開発
花王は、独自性と競争優位性を有するコア技術にリソースを集中し、継続的に技術レベルの

向上と適用領域の拡張を図る。特に、膨大な技術資産を有し、模倣されにくい「精密界面制御技
術※」を、その他の5つのコア技術と掛け合わせつつ、事業横断的に製品・サービスへと応用し
連鎖させることで、多様化・複雑化する社会課題に対する解決策を提案するとともに、グローバ
ル市場における競争力を確保する。

また、解決が難しい課題に対しても、ヒトやモノの対象や現象を突き詰めてメカニズムを解明
する本質研究を通じて新たな解決アプローチを見いだし、技術を組み合わせることで新たな価
値を創出する。
※�精密界面制御技術：液体と固体、液体と気体、固体と気体などの界面の性質を精密に制御する花王の技術。食器表面の油汚れを浸透・

分解で洗浄する技術、疎水的な化学繊維表面を水になじんで油汚れが落ちやすい性質に変える防汚技術、快適な使い心地でUVカット
成分を肌に密着・保護する塗布技術など、さまざまな界面の制御によりキレイを実現している。

② 顧客価値とサステナブルな価値づくりの両立
顧客視点に立った革新的な価値の創出と、持続可能な社会に貢献するサステナブルな価値の

実現を、トレードオフにならないようにイノベーションで両立させる。その実現に向けて、「花王
サステナブル商品開発方針」のもと、基盤技術研究と商品開発研究を密接に連携させながら、
科学的なエビデンスに基づくユニークな顧客価値づくりを行う。これにより、社会への責任を果
たしつつ、顧客に対して最大の便益と高い品質を提供する。

③ スピードを競争軸とする開発の強化
ユニークな技術を起点に、グローバル展開や社会実装をスピーディーに進めるとともに、その

実現に向けてオープンイノベーションやパートナーとの共創を積極的に活用する。また、デジタ
ル技術を活用し、研究・開発や「よきモノづくり」のプロセスの効率化とスピードアップを図る。
さらに、R&DにおいてDX人財を育成し、開発力の一層の強化につなげる。

財務インパクト
● �社会課題を解決する技術の開発と高付加価値製品に提案による売上高の増加
● 既存製品との差別化による市場シェアの向上と利益率の改善
● �独自技術を通じた誰かにとってなくてはならないエッジの効いた価値提案による、顧客

ロイヤルティ・LTV（顧客生涯価値）の向上

環境・社会インパクト​
● ��廃棄物量と二酸化炭素排出量の低減
● 生活の質の向上を通じた健康的で快適な社会の実現
● �技術を積極的に発信し、外部パートナーとの共創を拡大することによる、社会課題解決

のインパクトの最大化（自社単独では実現できない相乗的な効果の創出）

関連する取り組み: �P127  コア技術の展開(1)：花王独自の皮脂選択洗浄により肌を守りながら洗う「ビオレ ザ ボディ ととのい肌」、 

P127  コア技術の展開(2)：ラメラ構造化技術で美髪成分を多量に配合した「THE ANSWER」、P128  コア技術の展開

(3)：泡洗浄により節水と時短を可能とする「キュキュット ゴシゴシいらずの泡パック」、P128  他社との協業により、CO2

排出量を大幅に削減する常温防錆洗浄剤の開発、P128  グローバルでの社内連携による「Jergens Lotion Bursts」の

開発、P129  バイオ事業への展開を目指した糖化酵素供給基盤構築

戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、財務面および環境・社会面で、次のようなインパクトを創出できると考え

ています。

④未来の成長を牽引する新領域の創造
世の中の変化を見越して未来の世界に必要な新技術を生み出し、今までにない顧客価値に転

換して中長期の成長につながる新しい市場を構築する。

戦略のレジリエンス
花王は、地球温暖化と天然資源不足、グローバルでの競争激化のリスクに対して、技術イノ

ベーションの推進により、天然資源の有効活用と確保、高い生活者・顧客価値をもたらす商品
提供を実現し、事業の安定性を確保しています。また、法規制強化や中長期の予測困難なリス
クに対して、産官学連携により情報収集を進めながら研究開発戦略を適宜修正しています。こ
れらの施策は、事業の継続性を維持しながら、社会や市場の変化に迅速に適応できるレジリエ
ンスを備えています。
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ライフスタイルの推進

パーパスドリブンな
ブランド

> 暮らしを変える
イノベーション

責任ある原材料調達

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む

125



リスク・機会管理

 方針
花王では「暮らしを変えるイノベーション」の実行にあたり、日々の業務や意思決定のガイド

ラインとして次の方針を策定しています。詳細はウェブサイトをご覧ください。

ガバナンス
「暮らしを変えるイノベーション」のガバナンスにおいては、取締役会の監督のもと、研究開発

部門が主管部門を担い、同部門の研究戦略・企画部長が責任者を務めています。経営層および

Our ESG Vision and Strategy > ガバナンスP62

・�研究開発理念 
https://www.kao.com/jp/innovation/research-development/

・花王 サステナブル商品開発方針
   https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/product-development-policy/

製品分野では、ヘアケアシャンプー・トリートメント「THE ANSWER」が「2025年日経優秀
製品・サービス賞 トレンド部門賞」を受賞しました。また、事業、しくみの分野では常温防錆洗
浄剤が国立環境研究所・日刊工業新聞社共催、環境省後援の第52回環境賞「環境大臣賞」（株
式会社アイシン共同受賞）を受賞しました。さらに、コンクリート表面美観向上技術が、一般社
団法人日本化学工業協会の第57回日化協技術賞「環境技術賞」を受賞しています。

これらの受賞を通じて、花王の取り組みが暮らしと社会への貢献として高く評価されました。
今後も暮らしと社会に貢献する活動を継続していきます。

 目標と進捗

戦略 指標
実績 中長期目標

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

①②③

ライフスタイルに大きく、
ポジティブなインパクトを
与える製 品 の提 案と実 現

（2019年からの累積値）

4件 5件 6件 7件 8件 10件 
以上 2030年

①②③

ライフスタイルに大きく、
ポジティブなインパクトを
与える事業、しくみの提案
と実 現 （2019年 からの累
積値）

3件 5件 6件 7件 9件 10件 
以上 2030年

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗状

況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、その達成
状況を確認することで、PDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進しています。

 管理プロセス
「暮らしを変えるイノベーション」に向けたリスク・機会に対する取り組み状況については、下

記のとおり計画策定、活動実施、活動結果評価、是正のプロセスで管理し、着実な改善を図って
います。
P（計画策定）

年間の研究開発戦略を策定、経営・事業マネジメント層と共有・確認。

D（活動実施）
取り組み（P127～129）をご覧ください。

C（活動結果評価）
研究開発活動を月次・半期報告として研究マネジメント層と共有、研究テーマ進捗・人員数・

予算実績などを確認。

事業マネジメント層に対する報告を通じて、研究活動の方針策定と進捗確認を実施しています。
具体的には、毎年開催する研究技術会議や研究経営会議などにおいて研究テーマの進捗状況

やKPIの達成度について、経営・事業・研究マネジメント層に報告しています。また、ESG推進
会議において、経営・事業マネジメント層へ研究開発活動の方針、戦略実行、進捗の報告を行っ
ています。
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 取り組み
花王では、「暮らしを変えるイノベーション」に向けたさまざまな取り組みを行っています。こ

れらの取り組みは、前述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推進
されています。ここでは、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

コア技術の展開(1)：花王独自の 
皮脂選択洗浄により肌を守りながら洗う 

「ビオレ ザ ボディ ととのい肌」

地域：日本

対応する戦略：①②

花王は創業以来、顔や身体、衣類、食器など、さまざまな対象表面を洗う洗浄
技術を蓄積しています。洗いすぎによる肌への負担を抑えつつ、肌を守りながら
不要なものをしっかりと落とす技術へと進化させてきました。

花王独自開発の天然由来のオレフィンC16スルホン酸 Naを配合した皮膚洗
浄剤「ビオレ ザ ボディ ととのい肌」は、肌のうるおいに必要な皮脂を残しながら、
肌のバリア機能に悪影響を及ぼす不飽和脂肪酸を洗い流し、すすぎ時には肌に
水膜による水ツヤをもたらします。

地球温暖化と猛暑日の増加により、肌を取り巻く環境はますます厳しくなって
います。本製品は、背中はベタつく一方でスネは乾燥するといった、部位ごとに
異なる肌の悩みに応えるものです。皮膚科学の知見と合わせて、花王のコア技術
である「精密界面制御技術」の選択洗浄技術が活かされています。

戦略 取り組み

全体

① �グローバルで競争力のある 
コア技術・商品開発

② �顧客価値とサステナブルな 
価値づくりの両立

③ �スピードを競争軸とする開発の
強化

④ ��未来の成長を牽引する新領域の
創造

商品開発
研究
＋

基盤技術
研究

「�ビオレ ザ ボディ 
ととのい肌」 常温防錆洗浄剤

「THE ANSWER」 「�Jergens Lotion 
Bursts」

「�キュキュット  
ゴシゴシいらずの 
泡パック」

糖化酵素供給基盤
構築

A（是正）
年間の研究成果を経営・事業マネジメント層と共有・確認。

アイロンやカラーリングの繰り返しによるダメージ髪は、洗髪時にまとまりや
ツヤといった美髪に必要な脂質やタンパク質が失われやすく、これらを補うこと
が求められます。しかし、脂質などの成分は水に溶けにくく、分離や泡立ちの悪
さを招くため、従来は十分な量をシャンプーに配合することが困難でした。

コア技術の展開(2)： 
ラメラ構造化技術で美髪成分を 
多量に配合した「THE ANSWER」

地域：日本

対応する戦略：①②
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他社との協業により、CO2排出量を 
大幅に削減する常温防錆洗浄剤の開発

地域：日本

対応する戦略：①②④

自動車部品の製造工程では、加熱した洗浄液の使用と熱風乾燥によるエネルギー消費
量が大きく、多くのCO2を排出することが課題となっていました。

花王は、株式会社アイシンとの共同開発により、花王が有する精密界面制御技術を駆
使することで、汚れに対する洗浄成分の高速浸透による洗浄力強化と、表面の濡れ性制
御による短時間乾燥を可能にしました。これにより、常温での洗浄を可能にすると同時
に、表面膜形成によって防錆性を付与する常温防錆洗浄剤を開発しました。

本技術により、自動車業界における省エネルギー化およびCO2 排出量削減に加え、防
錆処理工程の簡略化など作業現場の環境負荷の大幅低減を実現しています。

この成果により、第52回環境賞（国立環境研究所・日刊工業新聞社共催、環境省後援）
において「環境大臣賞」を受賞しました。

花王はこれまでも産業分野でユニークな洗浄技術の進化に取り組んできました。今後
も、生活者向けと産業分野向けの両輪で洗浄技術を展開し、グローバル・シャープトッ
プ戦略を推進します。そして、花王製品の使用が生活者・労働者の環境改善と脱炭素社
会の実現に貢献していきます。

コア技術の展開(3)： 
泡洗浄により節水と時短を可能とする 

「キュキュット ゴシゴシいらずの泡パック」

地域：日本

対応する戦略：①②

泡は、心地よさといった感性的な価値がある一方で洗浄力には寄与しないと考えられ
てきました。しかし、きめ細かく密度の高い特定の泡は、押しつぶされたあとにもとの球
状に戻ろうとする際、その隙間に油を取り込むため、力をかけずに汚れを落とすことが
可能です。これは気体と液体の界面で働く力を活用した洗浄メカニズムです。

この泡洗浄に、酵素による油汚れや糖質を含む複合汚れの分解機能を組み合わせ、
シンクにたまった食器全体に泡をかけて流すだけで、こすらずに汚れを落とせる食器用
洗剤「キュキュット ゴシゴシいらずの泡パック」を提案しました。

多様化するライフスタイルの中で、食器のこすり洗いは、生活者が今でも面倒に感じ
ている家事のひとつです。本製品は、食器洗いにかかる時間を約 30％短縮するととも
に、すすぎ時の水量を約20％削減します。本製品の提案が、時間的なゆとりの創出に加
え、QOL向上と節水の両方に貢献しています。

そこで、水層と油層が交互に重なり合うラメラ構造に着目し、美髪 5 大必須成分であ
る脂質などを多量に保持することで、シャンプーとしての基本性能を維持しながら、髪
に脂質成分を補給しつつ洗うことができる「THE ANSWER」を開発しました。このラメ
ラ構造化技術は、美容液などにも活用されている「精密界面制御技術」のひとつです。

多種多様な高価格帯シャンプーが存在する中で、美容感度の高い“ヘアケア迷子 ”の
方々を中心に、確かな使用感が評価され、「2025 年日経優秀製品・サービス賞 トレン
ド部門賞」を受賞しました。

グローバルでの社内連携による 
「Jergens Lotion Bursts」の開発

地域：北米

対応する戦略：①③

従来のローションタイプでは得られない新しい体験を生活者に楽しんでいただくため
に、固形タイプのローション製剤「Jergens Lotion Bursts」を、2025年に米国で発売し
ました。本製品は、海藻由来の寒天を用いた固形ローションで、保湿成分と香りを閉じ
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バイオ事業への展開を目指した 
糖化酵素供給基盤構築

地域：日本

対応する戦略：①④

花王は技術の獲得・強化を目的に、さまざまな大学や外部研究機関との連携を進めて
います。コア技術のひとつであるバイオ技術は、洗剤用酵素の開発を通じて蓄積されてき
たものです。石化原料に代わるバイオマス原料を用いたモノづくりの基盤として注力して
います。

これまでも花王は、NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）
の委託事業において、バイオエタノール製造に不可欠であり、かつ食糧と競合しないセル
ロース系バイオマスを糖に変換する糖化酵素の生産技術開発に取り組んできました。こ
の糖化酵素を国内で安定的に供給するための体制確立に向けた花王の提案が、NEDOの

「バイオものづくり革命推進事業」に採択されました。
本プロジェクトでは、花王はバイオマスの種類に応じた多様な糖化酵素の開発、微生

物改良などによる酵素の効率的な生産技術の構築などに取り組みます。企業と連携し、
バイオエタノールやSAF（持続可能な航空燃料）、さらにはバイオ製品の生産につながる
糖化酵素供給のプラットフォーム構築を目指します。

込めるとともに、星やハートなど楽しさのあるさまざまな形に成型することが可能です。
手のひらなどで肌に直接こすりつけることで香りが広がり、肌をしっかりと保湿します。

製品化にあたっては、日本の研究所が有する液体製剤を固形化する加工技術と、米国
の研究所が持つ現地の生活者に適した保湿処方・配合技術を融合しました。両国の研
究員が実験と議論を重ねることで、保形性、つぶしやすさ、塗り心地、香り立ちのよい剤
型を実現しています。

本製品は、外出時に手軽に持ち運んだり、友人同士でシェアするといったこれまでにない
生活シーンを提供できる点に加え、透明容器に入ったビーズの色や形、使用感のすべてが
新しく、これまでにないユニークなスキンケア製品として生活者に受け入れられています。

「Jergens Body Lotion」は125年の長きにわたりアメリカで愛されてきたブ
ランドです。これまで人々の生活を支えてきた老舗ブランドが、これからもより
多くの人を支えていくために何ができるのか、現地研究員やブランド担当と日
夜“まじめな雑談”を重ねました。いろいろなアイデアをカタチにしていくため、
日本の培ってきた多種多様な加工技術や、現地で長年愛された保湿技術を融
合させ、ボディローションの再発明にグローバル一体で挑戦しました。 “見て、
使って、紹介して楽しめる”ボディローション、使う前から使ったあとまでワクワ
クできるようなボディローションが、人々の暮らしに、ちょっとだけ彩を添える、
そんなことを願っております。 

社員の声

青柳 健介
花王株式会社　 
加工プロセス開発研究所

グローバルメンバーと挑戦した、
ボディローションの再発明
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